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３　広報しんごう　H21・４ ２

村　長　須　藤　良　美

会計管理者・
出 納 室 長　横　田　孝　夫

副村長　田　島　正　美

総 務 課

参事・総務課長　氣田　堅一�

産業建 設課住民生活課

参事・住民生活課長　齊藤　清一住民ＧＬ　

副参事総務GL　井上　隆美
総括主幹　角岸　繁信
主　　幹　田沢　哲子
主　　幹　桜台　博明
主　　幹　下村　安則
主　　査　中鶴間淳子
主　　査　高見　憲一

総括主幹　熊谷　誠悦
主　　査　本間由美子
主　　査　福山佐登志
主　　査　佐藤　寿喜
主　　事　工藤　正博

副参事建設GL　  沢口純一郎
総括主幹　  遠藤　勇一
主　　幹　  村下　光江
主　　査　  横沢　幸治
主　　査　  横道　敏克
自動車運転手　  田茂　和俊
自動車運転手　  村上　　智

副　参　事
商工観光GL　永野　範英

主　　幹　立花ふさ子
主　　幹　中鶴間ゆき子
主　　査　工藤　純子
主　　査　福山　鋼蔵
主　　査　前山　艶子
主　　事　寺尾　舞子

副参事税務GL　佐々木a男
総括主幹　東　　則男
主　　幹　戸田ひとみ
主　　査　熊谷　賢一
主　　事　佐藤　雅興

総括主幹　石森　俊一
総括主幹　坂根みつえ
主　　幹　崩　　敬子
主　　幹　中里田鶴子
主　　幹　櫻井　愛子
主　　査　小沢　幸寛
主　　査　長峯　里美
主　　事　下村瑠璃子

副参事厚生GL　小笠原幸子
主　　幹　長峯美智子
主　　幹　木村　優子
主　　幹　a村　郁子
主　　事　坂根　光代
主　　事　伊調　敬史
主任保健師　沢口くみ子
保 健 師　保土沢京子
保 健 師　小渡悠季代

副参事企画GL　木村　良一
総括主幹　長峯　　晃
主　　幹　佐藤　泰司

出 納 室

主　　幹　山田　則子
主　　幹　工藤　勝志
主　　査　平葭　美幸

事務局長心得　横田　堅悦
主　　幹　松森恵理子

農業委員会

農業委員会事務局

臨時職員　工藤　茂雄
臨時職員　三滝　忠義
臨時職員　立花　　巖

夜間、休日等の電話受付

議　　　会

事務局長　櫻井　雅洋
 （監査委員書記兼務）
主　　幹　下栃棚幸子

議会事務局

総務課長　千葉　　修
総務課長補佐　田茂千加志
主　　幹　川口のり子
主　　幹　桜井真紀子
主 査 兼
社会教育主事　福山　　徹

主 事 兼
社会教育主事　福山　雄亮

自動車運転手　杉村　勝司
総括主任�

自動車運転手　小笠原　勝
主　　　任�
学校調理員　小笠原紀子

教育委員会

教育長　菊池　秀悦

総　務　課

新 郷 村 職 員 配 置 及 び 機 構 図 平成21年４月１日現在

選挙管理委員会

選挙管理委員会事務局

事務局長　氣田　堅一（兼務）
次　　長　井上　隆美（兼務）
書　　記　角岸　繁信（兼務）
書　　記　桜台　博明（兼務）
書　　記　下村　安則（兼務）
書　　記　高見　憲一（兼務）

総務グループ産業グループ建設グ ループ 企画グループ商工観光グループ税務グループ住民グループ厚生グループ

新郷温泉館内
ＴＥＬ 78－3050 または
ＴＥＬ 78－2025（ ）（総合福祉センター内）ＴＥＬ 61－7555

事 務 長　中村　克夫
准看護師　小坂しおり
准看護師　川代　俊子
看護師補助員　川岸　哲子
エックス線技師　長峯　　満
 

診 療 所

所　長　高杉　亮平

ＴＥＬ 78－3111

支 所 長　滝沢　和泉
主　　幹　境　真理子

西 越 支 所
ＴＥＬ 78－3131

新郷村役場
電 話 78 －2111（代表）ＧＬ＝グループリーダー

参事・産業建設課長　境　　芳　産業ＧＬ
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４

長漕・長崎線 篠根山線

堂ヶ前・栃窪線 大藪線

　
村
内
の
小
中
学
校
で
は
年
度
初

め
の
４
月
、
交
通
安
全
教
室
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
戸
来

小
学
校
で
は
４
月
14
日
、
新
郷
駐

在
所
長
細
川
正
敏
氏
を
講
師
に
招

き
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
細
川
駐
在
所
長
が
「
正

し
い
歩
行
の
仕
方
、
正
し
い
自
転

車
の
乗
り
方
」
に
つ
い
て
講
話
。

　
そ
の
後
、
１
・
２
年
生
、
３
〜

６
年
生
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

「
路
上
で
の
歩
行
」、「
自
転
車
の

乗
り
方
」
の
実
習
で
す
。
71
名
の

児
童
は
講
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
に

し
っ
か
り
と
耳
を
傾
け
、
真
剣
な

表
情
で
受
講
し
て
い
ま
し
た
。

　
本
村
で
は
、
小
中
学
校
入
学
式

の
日
か
ら
春
の
交
通
安
全
運
動
の

期
間
中
、
村
内
主
要
箇
所
に
お
い

て
、
街
頭
指
導
を
毎
年
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
五
戸
警
察
署
等

と
連
携
し
、
交
通
安
全
意
識
を
高

め
る
こ
と
が
目
的
。

　
４
月
８
日
に
は
、
須
藤
良
美
村

長
や
田
中
正
義
署
長
ら
関
係
者
が

新
郷
駐
在
所
前
で
登
校
中
の
児
童

生
徒
等
に
交
通
事
故
防
止
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
元

気
な
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

の
声
に
、
村
長
ら
は
「
車
に
十
分

注
意
し
て
」
と
目
を
細
め
て
応
え

て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
村
で
は
、
国
の
地
域

活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時
交
付
金

を
受
け
て
、
村
民
を
臨
時
に
雇
い
、

普
段
手
入
れ
が
行
き
届
か
な
い
村

道
等
の
環
境
整
備
を
図
る
生
活
支

援
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
１
６
０
人
の
募
集
に
対
し
て
、

戸
来
地
区
43
人
、
小
坂
地
区
40
人
、

川
代
地
区
28
人
、
西
越
地
区
29
人

の
19
歳
か
ら
78
歳
の
１
４
０
人
が

応
募
。
４
月
６
日
か
ら
17
日
ま
で

の
平
日
の
10
日
間
、
午
前
８
時
15

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
美
化
作
業

に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
初
日
、
役
場
庁
舎
前
で
行
わ
れ

た
出
発
式
で
は
須
藤
村
長
が
「
交

通
事
故
、
作
業
事
故
に
注
意
し
、

皆
さ
ん
の
手
で
村
が
き
れ
い
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」と
激
励
。

地
区
ご
と
に
４
班
に
分
か
れ
た
作

業
員
は
村
道
や
農
道
の
計
26
路
線
、

総
延
長
58
・
４
㎞
の
側
溝
周
辺
の

泥
の
除
去
や
草
刈
り
等
を
実
施
。

持
参
し
た
ス
コ
ッ
プ
で
側
溝
を
掘

り
返
し
た
り
、
車
両
が
近
づ
く
と

笛
を
吹
い
て
作
業
員
に
注
意
を
促

し
た
り
と
役
割
に
応
じ
て
作
業
を

進
め
て
い
ま
し
た
。

美
化
活
動
を
通
じ
て
生
活
支
援

交
通
ル
ー
ル
を

　
　
　
　
再
確
認

一
年
生

　
は
じ
め
の

　
　
一
歩
は
右
左
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年　　金　　だ　　よ　　り

新
郷
俳
句
会

　
学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
学
生
の
方
が
、
将
来
、

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
や
、

不
慮
の
事
故
や
病
気
に
よ
り
障
害
が
残
っ
て
し
ま

っ
た
場
合
に
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
こ
と
な
ど
を
防
止
す
る
た
め
、

ご
本
人
の
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
制
度
で
す
。（
ご
本
人
の
所
得
に
関
す
る
審

査
に
よ
り
承
認
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

　
学
生
納
付
特
例
制
度
の
承
認
期
間
は
、
原
則
、

申
請
さ
れ
た
年
度
（
４
月
か
ら
３
月
ま
で
）
に
限

り
ま
す
の
で
毎
年
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
手

続
き
は
お
忘
れ
な
く
。

◆
老
齢
基
礎
年
金
と
の
関
係

　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
は
、
原
則

と
し
て
25
年
以
上
の
「
保
険
料
納
付
済
期
間
等
」

が
必
要
で
す
が
、
学
生
納
付
特
例
制
度
の
承
認
を

受
け
た
期
間
は
、
こ
の
「
保
険
料
納
付
済
期
間

等
」
に
含
ま
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
「
23
年
の
保
険

料
納
付
」
と
「
２
年
の
学
生
納
付
特
例
期
間
」
が

あ
れ
ば
、
合
わ
せ
て
25
年
の
「
保
険
料
納
付
済
期

間
等
」
に
な
る
わ
け
で
す
。

　
た
だ
し
、
年
金
額
の
計
算
の
対
象
と
な
る
期
間

に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
さ

か
の
ぼ
っ
て
納
付
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
、
将

来
の
年
金
額
を
考
慮
す
る
と
、
就
職
さ
れ
た
後
な

ど
に
、
猶
予
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

◆
障
害
基
礎
年
金
と
の
関
係

　
障
害
基
礎
年
金
は
、
そ
の
障
害
の
状
態
が
障
害

年
金
を
受
給
で
き
る
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
て
も
、

一
定
の
「
保
険
料
納
付
済
期
間
等
」
が
な
け
れ
ば

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
老
齢
基
礎
年
金

と
同
様
に
、
学
生
納
付
特
例
制
度
の
承
認
を
受
け

た
期
間
は
「
保
険
料
納
付
済
期
間
等
」
に
含
ま
れ

ま
す
の
で
、
万
が
一
の
時
も
安
心
で
す
。

　
国
民
年
金
制
度
に
は
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
で

保
険
料
を
納
め
た
く
て
も
納
め
ら
れ
な
い
方
を
対

象
に
し
た
「
保
険
料
免
除
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
免
除
制
度
に
は
、
「
退
職
（
失
業
）

に
よ
る
特
例
免
除
」
と
い
う
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
自
動
的
に
免
除
制
度
に
該
当
す
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
保
険
料
免
除
制
度
を
利
用

し
よ
う
と
す
る
方
が
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
役
場

へ
保
険
料
免
除
の
申
請
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一

定
の
審
査
を
経
て
、
免
除
制
度
に
該
当
す
る
方
か

ど
う
か
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

　
通
常
の
免
除
制
度
は
、
世
帯
構
成
や
「
免
除
申

請
を
す
る
ご
本
人
」
「
配
偶
者
」
「
世
帯
主
」
の

前
年
の
所
得
を
勘
案
し
て
審
査
さ
れ
ま
す
が
、
退

職
（
失
業
）
に
よ
る
特
例
免
除
の
場
合
は
、
こ
の

う
ち
の
「
免
除
申
請
を
す
る
ご
本
人
」
の
前
年
の

所
得
を
除
外
し
て
審
査
し
ま
す
。
よ
っ
て
、
通
常

の
免
除
制
度
に
は
該
当
し
な
く
て
も
、
特
例
免
除

に
は
該
当
す
る
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
が
出
て
く
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
手
続
き
に
必
要
な
も
の
は
、
以
下
の
と
お
り
で

す
。

１
　
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る

　
　
も
の
（
納
付
書
等
）

２
　
認
印
（
ご
本
人
が
署
名
す
る
場
合
は
不
要
）

３
　
失
業
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
公
的
機

　
　
関
の
証
明
の
写
し（
雇
用
保
険
被
保
険
者
証
、

　
　
離
職
票
等
）

つ
え

さ
と

み
ね

こ  

ぬ
か

ぶ  

じ

ご 

え
い

か

ね 

は
ん

じ
ゃ
く
じ
ゃ
く

の

耳
元
を
く
す
ぐ
る
風
に
山
笑
う�

小　

坂　

良　

子

山
笑
う
わ
れ
も
負
け
じ
と
杖
散
歩�

高　

根　

リ　

サ

山
笑
う
一
雨
ご
と
に
ふ
つ
ふ
つ
と�

鹿　

島　

と　

わ

車
窓
よ
り
見
し
海
も
ま
た
春
の
色�

戸　

来　

れ
い
子

郷
の
峰
は
る
か
に
見
え
て
山
笑
う�

福　

山　

康　

子

村
里
は
小
糠
雨
に
て
山
笑
う�

長　

峯　

ユ　

リ

笑
む
山
に
一
人
で
行
く
も
楽
し
か
り�

鹿　

島　

恵
美
子

今
朝
も
無
事
目
覚
め
て
背
伸
び
山
笑
う

村　

上　

て　

る

御
詠
歌
の
本
堂
寂
寂
雪
涅
槃

金　

沢　
　
　

凡

学
生
納
付
特
例
の
申
請
は
忘
れ
ず
に

退
職
（
失
業
）
に
よ
る
国
民
年
金

保
険
料
の
特
例
免
除
に
つ
い
て
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ごみの減量化等に向けた方策について（中間提言の概要）を公表します

　ごみ処理に関する問題は、私たちにとって一番身近な環境問題です。十和田地域広域事務組合ごみ
有料化等検討委員会では、当地域のごみ処理に関する課題解決に向け、
１．ごみの分別・減量化・資源化、２．ごみの有料化、３．ごみ問題に対する理解・教育・コンセン
サスの醸成について議論を進めてきました。これまでの議論の中で出された意見をまとめた「ごみの
減量化等に向けた方策について」を中間とりまとめとしてお知らせします。

１．ごみの分別・減量化・資源化 
　ごみの減量やリサイクル推進のためには適正な分別排出が不可欠であり、ごみを排出する住民一人
ひとりが排出者責任を自覚することが必要です。この目的達成の為に、委員会では以下のような
対策を導入する必要があるとの意見が出されました。
（１）分別排出の徹底（適正処理の推進）

● 監視活動の強化　　　　　　● 家庭ごみ有料化の導入　● 戸別収集の導入検討
● 分別排出補助ボランティア　● 出前講座・施設見学　　● 事業系ごみ処理手数料の見直し

（２）ごみの減量（ごみ排出の抑制)
● 生ごみ堆肥化（自家処理の推進）　● ネットワークの構築

（３）ごみの資源化（リサイクルの推進）
● 資源集団回収への支援　●焼却灰リサイクルによる最終処分場の延命化
● 牛乳パックのリサイクル

２．ごみの有料化
　家庭ごみの有料化は、家庭から排出されるごみの処理に要する費用の一部を排出者に負担しても
らう制度で、「ごみの排出量に応じた負担の公平化」、「ごみの減量とリサイクルの推進」を目的と
しています。この制度導入については、住民の皆様のご意見をお聞きしながら検討を重ねます。
（１）有料化の理解・ＰＲ

● 公聴会・意見交換会・パブリックコメント募集　● 住民説明会　● 広報媒体の活用
（２）有料化制度の仕組み作り

● 有料化制度の設計　　● 手数料減免との併用（市町村で対応すべき事項）
（３）事業系ごみの処理手数料

● 適正な料金設定の提案とごみ処理手数料の改定
（４）その他の施策との併用

● 不適正排出、不法投棄対策

３．理解・教育・コンセンサス
　ごみの適正処理には、住民・事業者の皆様にごみの排出方法及び処理状況などを十分に理解して
もらうことが重要であり、その方法として以下のような方法が考えられます。
（１）ごみ処理に対する理解と啓発

● 啓発・広報活動　　● 事業者への説明会
（２）環境教育・環境学習

● 学校給食用牛乳パックのリサイクル促進　　● 地域・学校・市町村との協働
（３）事業者と消費者の協働　

● パートナーシップの形成

は じ め に

中間提言「ごみの減量化等に向けた方策について」の詳細は、組合ホームページでご覧いただけます。
（http://www.net.pref.aomori.jp/towada-kjs/yuryoka.html）

また、委員会では中間提言に対する住民の皆様のご意見を募集しています。
問い合わせ先：十和田地域広域事務組合業務課　　ＴＥＬ：0 1 7 6 －2 8 －2 6 5 4
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介護保険料および介護保険制度についての問い合わせ先
新郷村総合福祉センター内　住民生活課　厚生グループ　介護保険係　ＴＥＬ 6 1 － 7 5 5 5

（平成21年度～23年度）   

国の負担金
25.0％

第２号被保険
者（40～64歳）

の保険料
30.0％

県の負担金
12.5％

村の負担金
12.5％

第１号被保険
者（６５歳以上）

の保険料
２０．０％

　介護保険料は、３年ごとに見直すことになっており、将来の高齢者人口や介護サービス利用見込み
量などに応じて、市町村ごとに決められます。
　このほど、新郷村介護保険事業計画等策定委員会の答申を受け、平成21年度から23年度までの本村
の介護保険料額が村議会３月定例会で審議され、第１号被保険者（65歳以上）の保険料基準額は年額
57,600円（月額4,800円）と決定しました。

・介護サービス提供にかかる費用の１割は本人が負担します。
・介護サービス提供にかかる費用の９割は介護保険給付費で負担します。�

介護保険財政の仕組み（原則）

介護保険給付費の負担割合

平成21年度～23年度の負担段階及び年額介護保険料

◎本村の場合、平成21年度から介護サービス
にかかる費用の単価が平成20年度までより
2．8％上がることになりました。

　この要因は、国の生活対策の一環である
介護従事者の処遇改善のためです。
◎平成21年度から介護サービスにかかる費用
の単価が上がりますが、予想される単価
上昇分の平成21年度分の全額分、22年度分の
半額分の金額が、介護従事者処遇改善臨時
特例交付金として村に交付されます。

　その交付金は、単価が上がったことにより
65歳以上の方からいただく介護保険料が
急激に上昇することをおさえるために利用
します。

所　得　等　区　分

老齢福祉年金受給者および生活保護受給者等

負担段階及び年額介護保険料

第１段階（基準額×0.5）　  年額  ２８，８００円

村民税世帯非課税者で課税年金収入等が80万円以下 第２段階（基準額×0.5）　  年額  ２８，８００円

村民税世帯非課税者で課税年金収入等が80万円超 第３段階（基準額×0.75）　年額  ４３，２００円

村民税世帯課税で本人非課税者で課税年金収入等が80万円以下 第４段階（基準額×0.9）  　年額  ５１，８４０円

村民税世帯課税で本人非課税者で課税年金収入等が80万円超 第５段階（基準額）　　　　年額  ５７，６００円

村民税本人課税で合計所得金額が125万円未満 第６段階（基準額×1.15）　年額  ６６，２４０円

村民税本人課税で合計所得金額が125万円以上200万円未満 第７段階（基準額×1.25）　年額  ７２，０００円

村民税本人課税で合計所得金額が200万円以上 第８段階（基準額×1.5）　  年額  ８６，４００円

（新設段階）

（新設段階）

65歳以上の方の介護保険料が決まりました65歳以上の方の介護保険料が決まりました65歳以上の方の介護保険料が決まりました

公費負担
50.0％



８

６月１日から し尿等収集運搬（くみ取り）料金が改定になります

　現在のし尿及び浄化槽汚泥の収集運搬料金は、平成９年４月の改定から１２年経過しました。

この間の公共下水道や農業集落排水施設等の普及に伴って、し尿等収集量の減少や車輌経費等

の物価上昇等を考慮し、地域住民代表等による「し尿等収集料金検討委員会」を設置し、検討

した結果、次のとおり改定することになりました。

　住民の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

１．し尿及び浄化槽汚泥の収集運搬料金
◆100Rまで８１０円

◆100Rを超える場合　１０R増すごとに８１円加算　（消費税別途）

２．特別加算料金
仮設トイレ　１基あたり　1,050円加算（消費税含む）

【問い合わせ先】　十和田地区環境整備事務組合　TEL０１７６－５５－２１７８

特定健診各年次目標及び平成２０年度結果報告
　高齢者の医療の確保に関する法律にもとづいて平成２０年度から特定健診が実施されています。特定健診は
生活習慣病を中心とした疾病予防を重視し医療費を抑制する事を目的として、全ての被保険者の受診が
義務付けられています。
　新郷村でも各年次目標を掲げ受診率の向上に努めているところです。平成２０年度は皆様のご協力で受診目
標２５%は達成しました。平成２１年度は受診目標３５%で昨年度より１００人多い受診を見込んでいます。さら
なるご協力をお願いします。（特定保健指導の結果報告は後日お知らせします。）

年に１回は特定健診を受けましょう
※平成２１年度の特定健診実施予定�
・五戸町健診センター　７月より�
・新郷診療所　　　　　６月より�

お問い合せ住民グループ　ＴＥＬ７８－２１１１　内線６０６

平成２４年度平成２３年度平成２２年度平成２１年度平成２０年度

内臓脂肪症候群該当者及び予備軍の減少率

特 定 保 健 指 導 実 施 率

特 定 健 康 診 査 受 診 率

区　　　分

〈各年次目標〉

２５％

２５％

３５％

３０％

４％

４５％

３５％

６％

６０％

４０％

６５％

４５％

１０％８％

受診者数 受 診 先 総合比率

五戸町健診センター
　２２％

五戸町健診センター
２２７人

五戸町健診センター
　２２％

新郷診療所７％新郷診療所７％
未受診者
　７１％
未受診者
　７１％

五戸町健診センター
２２７人

新郷診療所
６９人

新郷診療所
６９人

受診者数
２９６人

受診者数
２９６人未受診者数

７３６人
未受診者数

７３６人 計
２９６人

計
１，０３２人
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平
成
21
年
４
月
１
日
よ
り
戸
来
・

西
越
保
育
園
統
合
に
伴
い
、
次
の

と
お
り
名
称
変
更
し
ま
し
た
。

（
旧
）
戸
来
保
育
園

（
新
）
し
ん
ご
う
保
育
園

（
旧
）
西
越
保
育
園

（
新
）
し
ん
ご
う
保
育
園
分
園

　
※
呼
称
は
西
越
保
育
園

　
な
お
、
電
話
番
号
等
の
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
法
務
局
で
は
６
月
１
日
の
「
人

権
擁
護
委
員
の
日
」
に
ち
な
み
、

次
の
と
お
り
無
料
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

期
　
　
日
　
５
月
30
日
（
土
）

時
　
　
間
　
午
前
10
時
〜

　
　
　
　
　
午
後
４
時

場
　
　
所
　
青
森
地
方
法
務
局
八
戸

　
　
　
　
　
支
局
（
八
戸
市
根
城
）

相
談
内
容
　
土
地
・
建
物
の
登
記
、

土
地
の
境
界
争
い
、
遺
産
相

続
、
国
際
結
婚
、
近
所
等
の
ト

ラ
ブ
ル
、
子
ど
も
の
い
じ
め
や

体
罰
問
題
な
ど

問
合
せ
先
　
青
森
地
方
法
務
局

　
　
　
　
　
八
戸
支
局

電
　
　
話
　
24
│

３
３
５
１

　
村
で
は
、
次
の
と
お
り
入
居
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
団
地
名
　
沢
口
団
地

●
募
集
戸
数
　
１
戸

●
所
在
地
　
西
越
字
沢
口
40

●
家
　
　
賃
　
村
営
住
宅
管
理
条

　
例
に
よ
り
算
定
し
た
額

●
入
居
基
準
　   

１
　
同
居
親
族
が
あ
る
こ
と

２
　
村
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

３
　
所
得
税
、
村
税
を
滞
納
し
て

　
　
い
な
い
こ
と

４
　
単
身
者
の
場
合

　
　
イ
　
60
歳
以
上
の
者

　
　
ロ
　
身
体
障
害
者
福
祉
法
に

　
　
　
　
よ
り
交
付
を
受
け
た
者

　
　
ハ
　
そ
の
他

５
　
申
込
者
及
び
同
居
人
が
暴
力

　
　
団
員
で
な
い
こ
と

●
募
集
〆
切
　
５
月
22
日
（
金
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
せ
先

　
役
場
建
設
グ
ル
ー
プ

●
電
　
　
話
　
78
│

２
１
１
１

＊
詳
細
に
つ
い
て
は
、
産
業
建
設

　
課
建
設
グ
ル
ー
プ
　
住
宅
係
に

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

シートベルト・チャイルドシート着用強調月間

自動車乗車中の死者数とシートベルト着用状況

し ょ う ぼ う 情 報 け い さ つ 情 報＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

平成21年県内の交通事故概況 青森県交通対策協議会21.３.31現在

※（　）内は対前年比です。また、速報値のため後日変更することがあります。

毎月１日は「県民交通安全の日」１５日は「高齢者交通安全の日」

あなたも参加　わたしもやります  “交通安全”

死
者
の
状
態

発
生

死
者

傷
者

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

飲 酒 運 転 に よ る 死 者 ０人  （－１）

８人  （＋３）

３人  （－３）

０人  （－４）

０人  （－２）

高齢者の死者 ～65歳以上の人～

自動車乗車中の死者

非 着 用 死 者

着用していれば助かったと思われる人

３　月　中

４４９件
（－  １１）

２人
（－　 ５）

５５８人
（－  １９）

３月末累計

１，４６３件
（－２０５）

１２人
（±　 ０）

１，８４７人
（－２５２）

シートベルト・チャイルドシート着用強調月間
平成２１年

のお知らせ

自動車乗車中の死者数とシートベルト着用状況

運動の
目　的

運動の
期　間

運動の
重　点

◆◆◆ 五戸消防署西分遣所からのお知らせ ◆◆◆

「見直そう　森の恵みと　火の始末」
　雪解けの春を迎え、農作業や山菜採り等で山林に
立ち入る機会が多くなってきます。この時季は空気
が乾燥し風の強い日が多く、山火事が発生しやすく
なっています。貴重な森林資源を守るため、次のこ
とに注意して火災を出さないようにしましょう。

○枯れ草等のある火災が起こりやすい場所では、
たき火をしないこと。

○たき火等火気の使用後、その場所を離れるとき
は完全に消火すること。

○強風時及び乾燥時には、たき火をしないこと。

○たばこは、指定された
場所で喫煙し、吸いがら
は必ず消すとともに、
投げ捨てない。

○火遊びはしない。

※西分遣所では、防火教室や救急講習会を受け付
けています。各事業所、各地域ごといざという
時のために、訓練をしましょう。

火事・救急・救助は１１９

※消防に関する問い合わせは五戸消防署西分遣所
TEL７８－２１１９まで

　道路交通法の改正により、全ての座席の
シートベルト着用が義務化されることをふま
え、運転者をはじめ広く県民に対してシート
ベルト・チャイルドシート着用の徹底を呼び
かけ、着用率の向上と正しい着用の普及啓発
を図ることを目的とします。

６月１日（月）～６月30日（火）までの１ヵ月間

１　全ての座席のシートベルト着用が義務化
されたことの周知と着用の徹底�

２　チャイルドシートの使用と座席への正し
い取付けの徹底

◆平成２０年中の青森県内の交通事故死者数６２人のう
ち、自動車乗車中の死者は２３人、うちシートベル
ト非着用者は１３人（約５７％）となっています。

◆非着用死者１３人のうち７人（約５４％）は、
　シートベルトを着用していれば助かったと推測さ

れます。

名
称
が

　
　
変
わ
り
ま
し
た

村
営
住
宅
入
居
者
募
集

法
務
局
な
ん
で
も

　
　
　
相
談
所
の
開
設



10

青森県五戸警察署
新郷警察官駐在所長
青森県警部補

細　川　正　敏

　
私
達
の
願
い
を
村
政
に
反
映
さ

せ
る
も
っ
と
も
身
近
な
選
挙
で
す
。

投
票
所
入
場
券
を
持
参
し
て
必
ず

投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

◎
告
示
日

　
平
成
21
年
５
月
12
日

◎
期
日
前
投
票

　
投
票
当
日
、
仕
事
や
用
事
・

旅
行
・
冠
婚
葬
祭
・
病
気
・
ケ

ガ
・
出
産
等
に
よ
り
投
票
で
き

な
い
時
は
、
期
日
前
投
票
が
出

来
ま
す
。

●
期
日
前
投
票
期
間

　
５
月
13
日
か
ら
５
月
16
日
ま
で

●
期
日
前
投
票
所

　
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
一
階

　
中
会
議
室

●
時
間

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時

ま
で

　
新
郷
村
選
挙
管
理
委
員
会

　
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

　
こ
の
た
び
、
新
郷
駐
在
所
に
新

し
い
お
ま
わ
り
さ
ん
が
着
任
さ
れ

ま
し
た
の
で
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

出

身

地
　
八
戸
市

家
族
構
成

　
妻
と
娘
二
人
の
４
人
家
族
で

す
。
娘
２
人
は
八
戸
市
内
の
会

社
に
勤
め
て
お
り
、
次
女
は
駐

在
所
か
ら
通
勤
し
て
い
ま
す
。

趣
　
　
味
　
釣
り

村
の
印
象
・
感
想

　
第
一
印
象
は
豊
か
な
自
然
に

囲
ま
れ
た
の
ど
か
な
農
村
地
帯
。

妻
は
「
い
い
所
だ
ネ
」
の
連
発

で
す
。

抱
　
　
負

　
地
域
の
皆
さ
ん
が
安
全
で
安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
五
戸
消
防
署
西
分
遣
所
で
は
こ

の
た
び
、
次
の
と
お
り
人
事
異
動

が
あ
り
ま
し
た
。
ご
紹
介
致
し
ま

す
。

【
転
入
】

田
中
　
幸
吉
消
防
士
長

（
鮫
分
署
よ
り
）

若
宮
　
　
茂
消
防
士
長

（
八
戸
消
防
署
よ
り
）

久
保
　
明
広
消
防
士
長

（
五
戸
消
防
署
よ
り
）

桑
原
　
俊
介
消
防
副
士
長

（
八
戸
東
消
防
署
よ
り
）

佐
々
木
寿
晴
消
防
副
士
長

（
大
館
分
遣
所
よ
り
）

【
転
出
】

出
川
義
則
消
防
士
長

（
小
中
野
分
遣
所
へ
）

佐
々
木
宏
和
消
防
副
士
長

（
大
館
分
遣
所
へ
）

長
根
昭
男
消
防
士
長

（
退
職
）

才
神
幸
男
消
防
副
士
長

（
退
職
・
五
戸
消
防
署
再
任
用
）

下
久
保
憲
悦
消
防
士

（
退
職
）

　
５
月
２
日
か
ら
６
日
ま
で
の

５
日
間
、
サ
ン
ワ
ド
ー
八
食
店
駐

車
場
に
お
い
て
「
新
郷
村
ふ
る
さ

と
観
光
物
産
展
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

　
時
間
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で
。
ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
踊
上
演
、

お
楽
し
み
抽
選
会
、
バ
ラ
エ
テ
ィ

シ
ョ
ー
な
ど
内
容
も
盛
り
だ
く
さ

ん
。
キ
リ
ス
ト
餅
や
に
ん
に
く
み

そ
等
、
地
場
産
品
販
売
も
行
わ
れ

ま
す
。

　
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ご
来
場
く
だ
さ
る
よ
う
ご
案
内

申
し
上
げ
ま
す
。

 

地
場
産
品
販
売

に
ん
に
く
み
そ
・
薫
り
た
つ
珈

琲
ミ
ル
ク
・
き
ん
か
餅
・
飲
む

ヨ
ー
グ
ル
ト
・
南
部
俵
炭
・
飲

む
ヨ
ー
グ
ル
ト
・
ザ
・
プ
レ
ミ

ア
ム
・
南
蛮
の
佃
煮
・
ベ
ー
コ

ン
・
新
郷
黒
飴
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
・

漬
物
・
ス
モ
ー
ク
チ
キ
ン
・
ハ

ム
（
品
切
れ
の
際
は
ご
容
赦
く

だ
さ
い
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

　
℡
78 
― 

２
０
２
５

西
分
遣
所

　
　
転
出
入
職
員

春
の

新
郷
を

ま
る
ご
と
お
届
け
し
ま
す
！

春
の

新
郷
を

ま
る
ご
と
お
届
け
し
ま
す
！

５月２日（土） ５月３日（日） ５月４日（月） ５月５日（火） ５月６日（水）

地場産品販売
観光宣伝ＰＲコーナー
開店セレモニー
テープカット
新郷婦人会手踊り
新郷小唄
ナニャドヤラ踊り
お楽しみ抽選会

地場産品販売
観光宣伝ＰＲコーナー
お楽しみ抽選会
新郷婦人会手踊り
さんさ踊
新郷小唄
ナニャドヤラ踊り
カントリーダンス
ラインダンス

地場産品販売
観光宣伝ＰＲコーナー
お楽しみ抽選会

地場産品販売
観光宣伝ＰＲコーナー
お楽しみ抽選会
沢のぼる歌と踊りの
バラエティーショー

地場産品販売
観光宣伝ＰＲコーナー
お楽しみ抽選会
松田とみ歌謡ショー

お
ま
わ
り
さ
ん

　
　
　 

紹
　
介

お
ま
わ
り
さ
ん

　
　
　 

紹
　
介

お
ま
わ
り
さ
ん

　
　
　 

紹
　
介

お
ま
わ
り
さ
ん

　
　
　 

紹
　
介

５
月
17
日
は

新
郷
村
長
選
挙
の

　
　
投
票
日
で
す

ほそ かわ まさ とし
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むらのガイド
平成21年 皐 月

エメラルド（緑石）
― 幸福・恩恵 ―

燃えるゴミ収集日

空き地やドラム缶等による焼却は、法律により禁止されています

予防接種相談日　毎週月曜日　正午～午後５時まで　TE L 6 1－ 7 5 5 5

新郷村全域　月曜日・木曜日（祭日も収集します）

誕 生 石5
2009　MAY

日 月 火 水 木

資源ゴミ（ペット
ボトル等２品目）
収集日

資源ゴミ（ペット
ボトル等２品目）
収集日

憲法記念日

母の日

新郷村長選挙投票日
新郷中体育祭

第352回子ども会
親子早起きそうじ
親子花植え活動
川代小運動会

母と子の栄養教室 ※1

ポリオ ※2

春の特設行政相談
新郷温泉館休館日

新郷温泉館休館日

新郷温泉館休館日

こどもの日
新郷温泉館送迎バス運休

振替休日
新郷温泉館送迎バス運休

不用犬引取
粗大ゴミ処理券受
付開始（～14日）

粗大ゴミ収集日 燃えないゴミ収集日 西越小・野沢中合
同大運動会

戸来小運動会

資源ゴミ（缶・新聞
等５品目）収集日

みどりの日
しんごう牧場まつり
（～５日）

1
新郷ふるさと観光
物産展（～６日）

2

8 96 74 53

15 1613 1411 1210

22 2320 2118 1917

29 3027 2825 2624

31

金 土

さつき
May

※１　11：00～11：30受付　総合福祉センター
※２　13：00～13：30受付　診療所

麻しん・風しん（MR）予防接種は診療所（78－3111）へ予約（電話）が必要です。

行政相談をご利用ください
　総務省は、本村の行政相談委員に畠山美代子氏を４月
１日付けで委嘱しました。任期は２年間。
　住民の皆さんが毎日の暮らしの中で行政が行う仕事に
ついての苦情や意見・要望などがあった時もっとも身近
な相談相手になるのが同相談委員です。
○苦情を直接申し出にくい。
○どこへ申し出たらよいかわからない。
○苦情を申し出たがその措置に納得できない。
などの場合、気軽にご利用ください。
　相談内容については秘密を厳守しますので安心です。
定例相談日は第２月曜日に委員自宅で行います。
　詳しくは役場総務課までお問い合わせください。

そろそろ地デジのご準備を！
　2011年７月24日までに地上テレビ放送は完全に
デジタル放送に移行し、アナログ放送は終了します。
「デジサポ青森」（総務省　青森県テレビ受信者支
援センター）はお近くの集会所等へ出向いて、デ
ジタル放送を受信するためのわかりやすい説明を
しております。地デジに関する説明会等の希望が
ございましたら地デジコールセ
ンター℡0570-07-0101へ。また、
地デジに関するあらゆる質問に
お答えしていますので、ご質問
も上記番号まで。



ぼ
く
と
わ
た
し
の
絵

○ 

し
ん
ご
う
保
育
園
の
部

185

橋端　優和さん（５才）

なおちゃんね、いっぱいおしゃれ
したいんだよ。かみクルクルして
ね、おけしょうしてね、かわい～く
なるの。おっきくなったら、おしゃ
れしてあげるひとになろうかなぁ。

福 山 　 修くん（５才 ）

せんせいとてをつないでみんなといっし
ょにおさんぽしたら、ちゅうりっぷがさい
ていたよ。ちゅうりっぷが「ゆうな～。」
って、わらってるっみたいだったから、ゆう
なもわらったんだよ。またいきたいなぁ～。

橋端　圭太くん（５才）

おやすみにおかあさんと、さんり
んしゃにのってあそんだんだよ。
あったかいひだったから、おはな
もさいてきれいだったよ。また、
あそびたいなあ。

はし ば けい た

高宮　菜緒さん（５才）

にゅうえんしきで、けいたはうめぐみさ
ん、おとうとのゆうやはももぐみさん
になって、ひとつおっきくなったんだ。
けいたはおにいちゃんだからおっき
いんだ。ても、あしもぜーんぶっ!!

たか な おみやはし ば ゆう  なふく やま しゅう

○日　　時
　５月４日（月）～５日（火）午前10時～午後４時
○開催場所
　間木ノ平グリーンパーク　ふれあい牧場
○イベント内容
①「ポニー乗馬体験」（小学生以下）
  　料金：300円（１周、飲むヨーグルト150p付）
②「羊、ヤギ、ウサギのふれあい体験コーナー」（無料）
  　ヤギの赤ちゃん名前募集コーナー（４／25～５／６）
③「牛の乳搾り体験」（無料） 午後１時15分～午後２時
④「フワフワトラジロー」（小学校低学年まで）
  　料金200円（１回）
⑤「夏発売予定！ 新『チズイック』無料試食コーナー」
  　午後２時～　先着100人まで
⑥「ミルク＆ハム工房、牧場グッズ、無農薬栽培
　  ハーブ各種販売」
⑦「バーベキューコーナー」（カルビ、ロース等肉類、
  　野菜、炭、タレ、コンロ付）　料金：一人　1,500円
⑧「新郷黒飴と間木ノ平乳製品のキャラメル　今日
  　だけカット売りコーナー」　１個30円
⑨「羊の丸焼き実演販売コーナー」（４日のみ）
  　正午～　一食300円
⑩「ワイルドベーコン実演販売コーナー」（５日のみ）
  　正午～　肉１ブロック500円（先着50人まで）
○問い合わせ先
　7新郷村ふるさと活性化公社　TEL78－2511

＝ 高品質農産物の安定生産のため ＝

有機の里づくり を推進しよう

良質堆肥で収入ＵＰ！！　　　  　　

有機資源センター新郷　　　　　

問い合わせ先　TEL７８－３５５５

営 業 時 間　午前９時～午後４時
　　　　　　　（休日：毎週月曜日、年末年始）

しんごう
牧場まつり
しんごう
牧場まつり

5月
4日、5日
開催！

12この広報紙は植林・森林認証取得木材を配合した紙を使用しています

人の 動 き

男　1,505人（－13人）
女　1,604人（－11人）
計　3,109人（－24人）

世帯数961世帯（＋２世帯）
（平成21年３月31日現在）
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